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（１）自社の保有するスマートシティの実現に資する技術と実績等
※スマートシティの実現に資する技術については、別紙２の（１）～（７）の技術分野への対応を記載ください

(2)DMV運転保安システム
　DMVは、列車が走るための軌道と自動車が
走るための道路の双方を走ることが出来る車
両である。
　DMV運転保安システムは、指令所に設置す
るセンター装置にてDMVが列車として運行す
る区間の制御を行うシステムである。

○提案内容

(3)次世代信号技術を用いた鉄道・道路交通のインテリジェントシステム
　踏切制御装置と列車の車上装置が情報交換を行って
制御するクローズドループ制御式の踏切制御システム
を新たな鉄道システムをベースとし、列車や自動車の
位置を中央で一括管理し、踏切や交通信号機、自動運
転車を安全且つ効率的に制御するシステムである。

（6）

（4）防水型交通信号機
　近年、地球温暖化に伴う気候変動により、大型の台風の発生や
局地的大雨の影響を受け、河川が氾濫し町全体が浸水被害に見舞
われる事例が多数報告されている。防水型交通信号機は、このよ
うな冠水災害から信号機を守る仕組みである。

２．具体的なシステム事例
(1)ATP閉そくシステム
　汎用技術の利用によるシステム
のスリム化によって解決するとと
もに、安全性の向上を目指すもの
である。沿線に点在する機器の機
能は、車上装置の機能として列車
に搭載し、駅機器室の機能は、セ
ンターの機能に統合してセンター
装置に移す。駅には、転てつ機と
それを制御する駅装置のみを設置
する。センター処理装置と車上装
置及び駅装置との通信は、携帯電
話回線を利用して膨大なケーブル
を廃止する。車上装置の位置検知機能は、GNSS及び慣性センサを利用して安価に実現するシステムである。

技術の概要・実績等
技術の
分野

１．プラットフォーム（統合型列車制御システム）
　鉄道分野における従来のシステムは、ATC装置、
電子連動装置、設備監視装置などが独立した
縦割り構造となっている。
　この各装置構成を「機能層」、「ネットワーク層」、
「端末層」という横割りの階層で再構成し、階層
ごとに各機能を融合し、無駄を省いたシンプルな
構成とした統合型列車制御システムのプラット
フォームを用いて構築する。
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１．背景
　ある町の周辺状況を調査した結果は以下の通りである。
　①人口分布は海岸線、国道沿いに集中している。
　②人口の減少により学校の集約が進んでいる。乗車人数の通勤通学者利用は約半数を占める。
　（鉄道沿線、国道沿線）
　③交通空白地帯とされている地域は路線バスの周辺部にありデマンドバス化により解消する可能性はある。
　④その町における公共交通機関の状況
　　乗客数の減少等による営業不振で民間のバス路線撤退が相次ぎ、一部減便や運休日を設けるなどの再編を
行っている。
　　平均乗車率（１便当たりの乗車人数）は低い状況であり、特に、日曜日は、ほとんど空バス状態である。乗車人数
に季節的な
　　変動が見られないことから、通学目的はほとんどなく、利用の主体は周辺部から町の中央部へ通院などで向かう
高齢者で
　　ある。
　　運用費用は、県補助金と運賃収入、一般財源より運行している。
　　バス利用においても鉄道同様に利用者が減少している。
　　福祉バスの運行費用も補助金によりまかなわれており、タクシー事業者・バス事業者などに委託している。
２．解決する課題のイメージ
　統合型列車制御システムのプラットフォームを基盤とし、鉄道、自動車などの手段を問わず、シームレスな人の移
動が可能なモビリティシステムを構築する。

　

（ア）、（オ）

（２）（１）の技術を用いて解決する都市・地域の課題のイメージ
※課題については、別紙２の（ア）～（シ）の課題分野への対応を記載ください
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（３）その他
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